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 研究結果   

 
日本・モンゴル関係史の研究においては、1939年のノモンハン事件と1945年のモ

ンゴルの対日作戦が中心となっており、日本のシベリア出兵と外モンゴルとの関係
や、大正時代における日本の北東アジア進出に対する外モンゴル政府の対応などに
ついては、ほとんど注目されてこなかった。その主な原因はモンゴル語・ロシア語
の資料が欠如していたことによる。 

本研究では、モンゴル、ロシア、日本の公文書館で資料調査を行い、新たに発見
された歴史記録に基づいて、日本人の外モンゴルでの活動をモンゴル語・ロシア語
の資料により検証すると同時に、日本の北東アジア進出に対する外モンゴル政府の
対応を中心に、大正時代における日本・モンゴル関係を明らかにすることを目的と
している。 

その結果、日本の諜報員コダマに対するモンゴル軍の活動を記録した資料などを
発見すると共に、日本の大正時代に大島清や宮崎嘉一などの日本の諜報員、商人な
どがモンゴルに滞在したことをモンゴル語・ロシア語の資料で確認することができ
た。日本人のモンゴルでの活動をモンゴル語・ロシア語で確認出来たことは大発見
であり、極めて重要な意義をもっている。 

また、今回の研究を通じて、大正時代（例えばシベリア出兵において）、日本は
外モンゴルでロシア・中国と正面的に軍事衝突を避けたのは、「日露協約」制限に
よるものであることを突き止めることが出来た。これは過去には指摘されていない
事実であり、モンゴル日本現代史において重要な意味を持つ。 
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